
令和２年度当初予算のポイント（教育委員会）

１．学校教育の充実

２．子どもの貧困対策の推進

３．教員の多忙化の解消

令和２年度当初予算額１，７００億円 （前年度 １，６９１億円、９億円増）

○ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ･ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ
等の配置 274百万円

○進学力グレードアップ推進事業
61百万円

○市町村幼児教育支援事業【新規】
10百万円

○バス通学費支援事業【新規】
416百万円

○高等学校等奨学のための給付金
事業 1,304百万円

○スクール・サポート・スタッフ
配置事業 73百万円

○部活動指導員の配置 80百万円

○舎監事務補助員の配置 12百万円

４．学校施設等の整備

○市町村立学校の施設整備補助
2,308百万円

○県立学校の施設整備
6,285百万円

○沖縄県実習船代船建造事業
1,607百万円

５．国際社会・情報社会等への対応

○国際性に富む人材育成留学事業 176百万円

○県外進学大学生支援事業 91百万円

６．生涯学習、社会教育の充実

○学校・家庭・地域の連携協力推進事業
96百万円

○離島読書活動充実事業 14百万円

７．文化の継承、発展

○琉球王国外交文書等の編集刊行及び
デジタル化事業 59百万円

○組踊等教育普及事業 30百万円


